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小林 隆 (京都大 ･霊長研)
ウマ (EquuscabalLS)のオスは同種個体の排
継物に対して自分の排継物をかけてにおいづけを
行なうことが知られている.本研究は､1)排継
物に対するウマの反応の､排継物の主の性 ･年齢
などによる遠い､2)においづけされた排tLu物に
対するり寸の反応､を明らかにし､それをもとに､
ウマひいては霊長類 ･哨乳頬一般のにおいづけ行
動の械能について考察することを目的として､宮
崎県都井岬の半野生馬を対象に行われた｡
オスは排継物の主の性によって､糞によるにお
いづけと尿によるにおいづけを使い分けているこ
とを示唆する結果を得た｡オスは､ほとんどがオ
スの糞からなるため糞に対しては糞によって (98
%)､メスの糞 ･尿に対しては尿によって (97%)
においづけを行った｡
糞によるにおいづけは､移動 ･採食などの平静
時の他に､オス同士の出会いでも見られた｡オス
同士の出会い (N-41)の多く(74%)で糞によ
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